
令和７年度 府中市立保育所自己評価チェックシート実施結果 

府中市立住吉保育所                                                          【参考】公立保育所平均値 

自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

1 人権尊重 100% 0% 

人権を尊重していくことを常に意識して保育にあたっている。活動の
中で、物事を強要しない声掛けを意識しているが、個々の主体性を大
事にしながら集団生活を進めていくのは難しい場面もある。一人ひと
りの言葉に耳を傾けるだけでなく、個々の表情から気持ちを読み取れ
るよう心掛けていきたい。 

 99.9% 0.1% 

2 説明責任 100% 0% 
保護者へ伝える際は、わかりやすく具体的に伝えることを意識してい
る。また、日頃からのコミュニケーションを大切にしている。 

 99.7% 0.3% 

3 情報保護 100% 0% 
職員全員が研修を受け意識している。また、個人情報の漏洩について
は、紙ベースだけではなく、話をする場所等にも配慮している。この
ほかにも、写真撮影後のデータの取扱いに留意している。 

 99.8% 0.2% 

4 苦情解決 100% 0% 
保護者からの意見は、速やかに報告し、即座に対応することを心掛け
ている。また、職場全体で情報を共有することで、同じことを繰り返
さないよう、職員一人ひとりが意識するようにしている。 

 99.8% 0.2% 

5 保育内容 99.7% 0.3% 

子どもの主体性という視点を意識した保育を心掛けている。ただし、
クラス数の多い中で、時間を区切って遊び場所を設定しているため、
子どもたちが体を使って遊べる環境設定等の難しさがある。このた
め、散歩や近隣の公園等の活用を含め、調整しながら取り組んでいる。 

 99.3% 0.7% 

6 小学校との連携 100% 0% 
今年度は、年長クラスが小学校と交流することができた。また、担当
と小学校との連携もあり、子どもの様子を伝えている。このほかにも、
数名ではあるものの、かけはしシートを活用することができた。 

 98.6% 1.4% 

7 健康支援 100% 0% 
看護師を中心に、感染症発症時等は速やかに保護者へ周知するととも
に、欠席連絡があった時に情報提供ができるよう、職員間で共有して
いる。 

 99.2% 0.8% 

8 食育の推進 99.3% 0.7% 

栄養士が中心となり、給食のお手伝いや食育活動の一環で、自分の好
きな具材でピザ作りを行うなど、楽しみながら取り組める活動を通じ
て、食への関心を高めている。また、苦手なものをおいしく食べるに
はどのようにすればよいか、子どもたちと話し合いながら進めてい
る。 

 99.8% 0.2% 

9 環境・衛生管理並びに安全管理 100% 0% 
毎月、クラスごとに安全チェックリストやマニュアルに沿って、保育
所内や園庭等の保育所全体の点検を行っている。危険箇所や修繕が必
要なところは、確認の上、速やかに改善できるよう対応している。 

 99.9% 0.1% 

10 災害への備え 100% 0% 

災害はいつ起きるかわからないため、いざという時に備えて、毎月、
予告なしの避難訓練を実施している。様々な場面を想定することで、
子どもたちだけではなく、職員の危機管理意識の向上にもつながって
いる。 

 99.7% 0.3% 



 

自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

11 子育て支援（保護者への支援） 100% 0% 
保護者の気持ちに寄り添い、一人ひとりに合わせた対応を心掛けてい
る。また、日頃から保育の様子等を保護者と共有し、担当だけではな
く保育所全体で支えられるよう取り組んでいる。 

 99.1% 0.9% 

12 子育て支援（地域等への支援） 99.4% 0.6% 

「はぐ」すみよしとの連携を、常に意識している。日々のひろば運営
では、保育所行事や看護師、栄養士の専門性を生かした相談など、関
わる機会を持っている。また、園庭開放の開始時間が早まったことで、
在籍児童と一緒に体操するなど、同じ空間で過ごす機会が増えた。 

 98.3% 1.7% 

13 要保護児童への対応 100% 0% 
関係機関からの情報提供や実際に不審なことを感じた際は、内容に応
じて、職員間で情報を共有している。 

 99.8% 0.2% 

14 
特色ある教育と保育 

（特別な支援を要する子どもへの対応） 
100% 0% 

保護者や関係機関との連携を密に行いながら、個々の発達に合わせた
保育を行っている。 

 99.9% 0.1% 

15 地域の実態に対応した保育事業 98.5% 1.5% 
「はばたき」の通園施設である「すてっぷ」の利用児童と年長児が交
流を行っている。お互いに良い刺激となっているため、今後も交流が
継続できるよう取り組んでいきたい。 

 97.6% 2.4% 

16 研修 100% 0% 
研修後のフィードバックについては、研修を受講した職員とチーフ主
任が中心となって実施している。少人数でのグループワークも取り入
れながら、今後の保育に生かせるよう努めていきたい。 

 98.8% 1.2% 

 

自己評価チェックシートを実施しての振り返り 

・園庭で遊べるスペースが狭い中、他の保育所に比べると児童数が多いため、屋上や遊戯室、近隣の公園を利用しながら、時間や安全面に考慮し、思い切りスペ

ースが利用できるよう工夫しています。保育所周辺の環境には恵まれているため、散歩先において鬼ごっこやボール遊び等の全身を使う活動を行うなど、静と

動の動きのバランスを取り、心身ともに成長できるよう保育していきたいと考えています。 

・幼保小の連携が見直されたことで、近隣の小学校との交流が行われ、年長の子どもたちや担当、小学校の先生による交流が数回行われました。また、「かけはし

シート」の活用が始まり、担当と保護者で話を進めながら作成しています。卒園後、年長児がスムーズに小学校へ通えるよう、今後も連携しながら関わってい

きたいと考えています。 

・住吉保育所は、職員数が多いため、コミュニケーションを取ることを基本のスローガンとし、「こころをこめてあいさつしよう」、「ありがとうを伝えよう」をテ

ーマに挙げています。職員間だけではなく、子どもとの関わりの中で、自然と「ありがとう」という言葉が出るような関係から、気持ちに余裕を持った保育へ

つなげていきたと考えています。 


